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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成19年６月28日に提出いたしました第98期（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）有価証券報告書の記載事項の

一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１．主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

１．業績等の概要

７．財政状態及び経営成績の分析

第５　経理の状況

１．連結財務諸表等

２．財務諸表等

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

　　（訂正前）

回次 第94期 第95期 第96期 第97期 第98期

決算年月 平成15年３月 平成16年３月 平成17年３月 平成18年３月 平成19年３月

売上高（百万円） 117,190 112,823 113,210 124,656 133,644

経常利益（百万円） 5,139 5,746 4,287 4,362 4,241

当期純利益（百万円） 2,153 3,085 2,512 1,476 2,343

純資産額（百万円） 54,107 56,592 58,355 60,809 62,123

総資産額（百万円） 87,997 91,301 93,477 97,660 100,629

１株当たり純資産額（円） 804.73 860.65 888.07 914.47 931.86

１株当たり
当期純利益金額（円）

30.92 45.05 37.43 21.54 35.25

潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額（円）

－ 45.05 37.33 21.45 35.12

自己資本比率（％） 61.5 62.0 62.4 62.3 61.6

自己資本利益率（％） 4.0 5.6 4.4 2.5 3.8

株価収益率（倍） 21.4 15.6 19.3 38.0 23.7

営業活動による
キャッシュ・フロー(百万円)

6,495 7,252 5,165 5,915 6,834

投資活動による
キャッシュ・フロー(百万円)

△4,382 △3,507 △5,312 △5,994 △12,601

財務活動による
キャッシュ・フロー(百万円)

△3,010 △2,410 △336 △1,474 △1,792

現金及び現金同等物の
期末残高（百万円）

21,741 23,076 22,593 21,038 13,507

従業員数(人)
[外、平均臨時雇用者数(人)]

1,810
［－］

1,755
［－］

1,769
［－］

1,714
［246］

1,644
［251］

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．平成15年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりませ

ん。

３．平成19年３月期から、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成17年12月

９日　企業会計基準第５号）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基

準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準適用指針第８号）を適用しております。
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　　（訂正後）

回次 第94期 第95期 第96期 第97期 第98期

決算年月 平成15年３月 平成16年３月 平成17年３月 平成18年３月 平成19年３月

売上高（百万円） 117,190 112,823 113,210 124,656 133,644

経常利益（百万円） 5,139 5,746 4,287 4,362 4,211

当期純利益（百万円） 2,153 3,085 2,512 1,476 2,325

純資産額（百万円） 54,107 56,592 58,355 60,809 62,105

総資産額（百万円） 87,997 91,301 93,477 97,660 100,629

１株当たり純資産額（円） 804.73 860.65 888.07 914.47 931.59

１株当たり
当期純利益金額（円）

30.92 45.05 37.43 21.54 34.98

潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額（円）

－ 45.05 37.33 21.45 34.85

自己資本比率（％） 61.5 62.0 62.4 62.3 61.6

自己資本利益率（％） 4.0 5.6 4.4 2.5 3.8

株価収益率（倍） 21.4 15.6 19.3 38.0 23.9

営業活動による
キャッシュ・フロー(百万円)

6,495 7,252 5,165 5,915 6,834

投資活動による
キャッシュ・フロー(百万円)

△4,382 △3,507 △5,312 △5,994 △12,601

財務活動による
キャッシュ・フロー(百万円)

△3,010 △2,410 △336 △1,474 △1,792

現金及び現金同等物の
期末残高（百万円）

21,741 23,076 22,593 21,038 13,507

従業員数(人)
[外、平均臨時雇用者数(人)]

1,810
［－］

1,755
［－］

1,769
［－］

1,714
［246］

1,644
［251］

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．平成15年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりませ

ん。

３．平成19年３月期から、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成17年12月

９日　企業会計基準第５号）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基

準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準適用指針第８号）を適用しております。
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(2）提出会社の経営指標等

　　（訂正前）

回次 第94期 第95期 第96期 第97期 第98期

決算年月 平成15年３月 平成16年３月 平成17年３月 平成18年３月 平成19年３月

売上高（百万円） 106,337 101,401 102,160 117,123 130,116

経常利益（百万円） 5,020 5,110 4,208 4,263 4,096

当期純利益（百万円） 2,303 2,729 2,808 2,014 2,348

資本金（百万円） 7,077 7,077 7,077 7,077 7,077

発行済株式総数（株） 68,137,30868,137,30868,137,30868,137,30868,137,308

純資産額（百万円） 50,449 52,578 54,654 57,682 58,899

総資産額（百万円） 75,709 78,617 80,959 86,974 90,334

１株当たり純資産額（円） 749.27 798.68 830.71 866.36 883.80

１株当たり配当額
（内１株当たり中間配当額）
（円）

10.00
（－）

13.00
（－）

13.00
（－）

13.00
（－）

13.00
（－）

１株当たり当期純利益金額
（円）

33.34 39.98 42.09 29.83 35.29

潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額（円）

－ 39.98 41.98 29.71 35.16

自己資本比率（％） 66.6 66.9 67.5 66.3 65.2

自己資本利益率（％） 4.6 5.3 5.2 3.6 4.0

株価収益率（倍） 19.9 17.6 17.2 27.3 23.6

配当性向（％） 30.0 32.5 30.9 43.6 36.8

従業員数（名） 359 333 387 527 732

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．平成15年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため、記載しておりません。

３．平成19年３月期から、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成17年12月

９日　企業会計基準第５号）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基

準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準適用指針第８号）を適用しております。
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　　（訂正後）

回次 第94期 第95期 第96期 第97期 第98期

決算年月 平成15年３月 平成16年３月 平成17年３月 平成18年３月 平成19年３月

売上高（百万円） 106,337 101,401 102,160 117,123 130,116

経常利益（百万円） 5,020 5,110 4,208 4,263 4,066

当期純利益（百万円） 2,303 2,729 2,808 2,014 2,330

資本金（百万円） 7,077 7,077 7,077 7,077 7,077

発行済株式総数（株） 68,137,30868,137,30868,137,30868,137,30868,137,308

純資産額（百万円） 50,449 52,578 54,654 57,682 58,881

総資産額（百万円） 75,709 78,617 80,959 86,974 90,334

１株当たり純資産額（円） 749.27 798.68 830.71 866.36 883.53

１株当たり配当額
（内１株当たり中間配当額）
（円）

10.00
（－）

13.00
（－）

13.00
（－）

13.00
（－）

13.00
（－）

１株当たり当期純利益金額
（円）

33.34 39.98 42.09 29.83 35.02

潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額（円）

－ 39.98 41.98 29.71 34.89

自己資本比率（％） 66.6 66.9 67.5 66.3 65.2

自己資本利益率（％） 4.6 5.3 5.2 3.6 4.0

株価収益率（倍） 19.9 17.6 17.2 27.3 23.8

配当性向（％） 30.0 32.5 30.9 43.6 37.1

従業員数（名） 359 333 387 527 732

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．平成15年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため、記載しておりません。

３．平成19年３月期から、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成17年12月

９日　企業会計基準第５号）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基

準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準適用指針第８号）を適用しております。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

　　（訂正前）

　当連結会計年度におけるわが国経済は、原油価格や素材価格の高値安定傾向や、追加利上げによる金利負担増の懸念が残

るものの、設備投資の拡大や、雇用・所得環境の好転など企業業績の好調さに支えられ、景気は緩やかながら成長を続けて

おります。

　石油業界は、米国原油先物相場ＷＴＩで一時史上最高の78.40ドルを記録するなど、原油価格の高値安定が続き、小売販売

価格の上昇による消費者の節約意識及び記録的な暖冬の影響によりガソリン・灯油等の石油製品の販売数量も減少した

ため、非常に厳しい状況となりました。

　ＬＰガス業界は、ＬＰガスの輸入価格となるＣＰ（Contract Price＝ＬＰガス輸入通告価格）の平均値が３年連続で最

高値を記録するとともに、暖冬の影響による消費量の減少もあり、同業者間の競争に加え、電力をはじめとする他エネル

ギーとの競争も一段と厳しくなり業界を取巻く環境は厳しい状況で推移いたしました。

　このような状況のなか、エネルギー事業の拡大をはかるため新規顧客の獲得に努める一方、石油製品及びＬＰガスの適正

な販売価格の維持に努め、ＬＰガスの需要拡大につながる多機能給湯器やガラストップコンロの販売、ＬＰガスを使用す

る床暖房システムや食器洗浄乾燥機の販売に力を入れ、各地で多機能給湯器をお客様に体験していただく催しなどの様々

な展示会を積極的に開催し、ガス機器のＰＲとお客様との接点の増加に努めてまいりした。また、飲料水の販売につきまし

ては、お客様の獲得に努める一方、販売システムの構築にも力を入れてまいりました。

　一方、新エネルギー事業分野へも積極的に取り組み、特にＬＰガスを熱源とするコジェネレーションを利用した電気とお

湯の供給システム（電熱併給システム）、ＬＰガスや天然ガスを利用した分散型発電システム及びエコ・ステーションで

の自動車用ＣＮＧ（圧縮天然ガス）の販売にも力を入れてまいりました。

　当連結会計年度における経営成績は次のとおりであります。

　当連結会計年度の連結売上高は前年同期比7.2％増の1,336億44百万円、連結経常利益は前年同期比2.8％減の42億41百万

円、連結当期純利益につきましては、当社所有資産の見直しによる資産効率の向上を目的として東京都江東区扇橋の土地、

建物の売却益を特別利益に計上したこと並びに減損損失の減少により前年同期比58.7％増の23億43百万円となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりであります。

　エネルギー事業につきましては、原油価格の高騰による販売単価のアップ等により売上高は前年同期比7.7％増の1,301

億39百万円となりましたが、原油価格・ＣＰの高騰に伴うコストアップ分を販売価格に転嫁しきれず、営業利益は前年同

期比9.3％減の30億93百万円となりました。

　賃貸事業につきましては、前連結会計年度末に完成した賃貸物件が営業に寄与したものの、売却物件による賃貸収入の減

少等により売上高は前年同期比1.4％減の14億78百万円となりましたが、前連結会計年度末に完成した賃貸物件が収益面

で寄与し、営業利益は前年同期比4.2％増の９億76百万円となりました。

　その他事業につきましては、飲料水関連をエネルギー事業からその他事業へ区分変更したものの、ボウリング場等スポー

ツ施設が平成19年１月14日で営業を終了し閉鎖したこともあり売上高は前年同期比12.4％減の20億26百万円、営業利益は

リース関連及び飲料水関連のコスト削減に努めた結果、前年同期比82百万円増の56百万円となりました。

　なお、当連結会計年度から事業の種類別セグメントの事業区分を変更したため、前年同期比較については前連結会計年度

分を変更後の区分に組み替えて行っております。
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（訂正後）

　当連結会計年度におけるわが国経済は、原油価格や素材価格の高値安定傾向や、追加利上げによる金利負担増の懸念が残

るものの、設備投資の拡大や、雇用・所得環境の好転など企業業績の好調さに支えられ、景気は緩やかながら成長を続けて

おります。

　石油業界は、米国原油先物相場ＷＴＩで一時史上最高の78.40ドルを記録するなど、原油価格の高値安定が続き、小売販売

価格の上昇による消費者の節約意識及び記録的な暖冬の影響によりガソリン・灯油等の石油製品の販売数量も減少した

ため、非常に厳しい状況となりました。

　ＬＰガス業界は、ＬＰガスの輸入価格となるＣＰ（Contract Price＝ＬＰガス輸入通告価格）の平均値が３年連続で最

高値を記録するとともに、暖冬の影響による消費量の減少もあり、同業者間の競争に加え、電力をはじめとする他エネル

ギーとの競争も一段と厳しくなり業界を取巻く環境は厳しい状況で推移いたしました。

　このような状況のなか、エネルギー事業の拡大をはかるため新規顧客の獲得に努める一方、石油製品及びＬＰガスの適正

な販売価格の維持に努め、ＬＰガスの需要拡大につながる多機能給湯器やガラストップコンロの販売、ＬＰガスを使用す

る床暖房システムや食器洗浄乾燥機の販売に力を入れ、各地で多機能給湯器をお客様に体験していただく催しなどの様々

な展示会を積極的に開催し、ガス機器のＰＲとお客様との接点の増加に努めてまいりした。また、飲料水の販売につきまし

ては、お客様の獲得に努める一方、販売システムの構築にも力を入れてまいりました。

　一方、新エネルギー事業分野へも積極的に取り組み、特にＬＰガスを熱源とするコジェネレーションを利用した電気とお

湯の供給システム（電熱併給システム）、ＬＰガスや天然ガスを利用した分散型発電システム及びエコ・ステーションで

の自動車用ＣＮＧ（圧縮天然ガス）の販売にも力を入れてまいりました。

　当連結会計年度における経営成績は次のとおりであります。

　当連結会計年度の連結売上高は前年同期比7.2％増の1,336億44百万円、連結経常利益は前年同期比3.5％減の42億11百万

円、連結当期純利益につきましては、当社所有資産の見直しによる資産効率の向上を目的として東京都江東区扇橋の土地、

建物の売却益を特別利益に計上したこと並びに減損損失の減少により前年同期比57.5％増の23億25百万円となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりであります。

　エネルギー事業につきましては、原油価格の高騰による販売単価のアップ等により売上高は前年同期比7.7％増の1,301

億39百万円となりましたが、原油価格・ＣＰの高騰に伴うコストアップ分を販売価格に転嫁しきれず、営業利益は前年同

期比10.2％減の30億63百万円となりました。

　賃貸事業につきましては、前連結会計年度末に完成した賃貸物件が営業に寄与したものの、売却物件による賃貸収入の減

少等により売上高は前年同期比1.4％減の14億78百万円となりましたが、前連結会計年度末に完成した賃貸物件が収益面

で寄与し、営業利益は前年同期比4.2％増の９億76百万円となりました。

　その他事業につきましては、飲料水関連をエネルギー事業からその他事業へ区分変更したものの、ボウリング場等スポー

ツ施設が平成19年１月14日で営業を終了し閉鎖したこともあり売上高は前年同期比12.4％減の20億26百万円、営業利益は

リース関連及び飲料水関連のコスト削減に努めた結果、前年同期比82百万円増の56百万円となりました。

　なお、当連結会計年度から事業の種類別セグメントの事業区分を変更したため、前年同期比較については前連結会計年度

分を変更後の区分に組み替えて行っております。

 

EDINET提出書類

株式会社ミツウロコ(E01074)

訂正有価証券報告書

 8/63



７【財政状態及び経営成績の分析】

(1）当連結会計年度の財政状態の分析

　　（訂正前）

①　流動資産

　当連結会計年度における流動資産の残高は、前連結会計年度末比35億24百万円増加の451億76百万円となりました。増

加の主な要因としては、固定資産の売却及び売掛金の回収促進等により現金及び預金が増加したためであります。

②　固定資産

　当連結会計年度における固定資産の残高は、前連結会計年度末比５億55百万円減少の554億52百万円となりました。増

減の主な要因としては、株式の取得等により投資その他の資産は増加したものの、所有資産の見直しによる資産効率の

向上を目的とした有形固定資産の売却等によるものであります。

③　負債の部

　当連結会計年度における負債の残高は、前連結会計年度末比17億45百万円増加の385億５百万円となりました。増加の

主な要因としては、石油・ＬＰガスの仕入単価アップによる支払手形及び買掛金の増加及び期間損益の適正化並びに財

務内容の健全化をはかるため役員退職慰労引当金を計上したためであります。

④　純資産の部

　当連結会計年度における純資産の残高は、前連結会計年度末比12億23百万円増加の621億23百万円となりました。増減

の主な要因としては、当期純利益の計上及び配当金の支払によるものであります。

　なお、前連結会計年度との比較につきましては前連結会計年度の「資本の部」の合計に少数株主持分を加算して比較

しております。

 

　　（訂正後）

①　流動資産

　当連結会計年度における流動資産の残高は、前連結会計年度末比35億24百万円増加の451億76百万円となりました。増

加の主な要因としては、固定資産の売却及び売掛金の回収促進等により現金及び預金が増加したためであります。

②　固定資産

　当連結会計年度における固定資産の残高は、前連結会計年度末比５億55百万円減少の554億52百万円となりました。増

減の主な要因としては、株式の取得等により投資その他の資産は増加したものの、所有資産の見直しによる資産効率の

向上を目的とした有形固定資産の売却等によるものであります。

③　負債の部

　当連結会計年度における負債の残高は、前連結会計年度末比17億63百万円増加の385億23百万円となりました。増加の

主な要因としては、石油・ＬＰガスの仕入単価アップによる支払手形及び買掛金の増加及び期間損益の適正化並びに財

務内容の健全化をはかるため役員退職慰労引当金を計上したためであります。

④　純資産の部

　当連結会計年度における純資産の残高は、前連結会計年度末比12億５百万円増加の621億５百万円となりました。増減

の主な要因としては、当期純利益の計上及び配当金の支払によるものであります。

　なお、前連結会計年度との比較につきましては前連結会計年度の「資本の部」の合計に少数株主持分を加算して比較

しております。
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(2）当連結会計年度の経営成績の分析

　　（訂正前）

　当社グループの当連結会計年度の売上高は前連結会計年度に比べて89億87百万円（7.2％）増加の1,336億44百万円とな

りました。営業利益は１億96百万円（4.9％）減少の37億73百万円、経常利益は１億21百万円（2.8％）減少の42億41百万

円、当期純利益は８億66百万円（58.7％）増加の23億43百万円となりました。

①　売上高の状況

　エネルギー事業につきましては、原油価格の高騰による販売単価のアップ等により、前連結会計年度に比べて92億96百

万円（7.7％）増加の1,301億39百万円となりました。

　賃貸事業につきましては、前連結会計年度末に完成した賃貸物件が営業に寄与したものの、売却物件による賃貸収入の

減少等により前連結会計年度に比べて20百万円（1.4％）減少の14億78百万円となりました。

　その他事業につきましては、飲料水の販売をエネルギー事業からその他事業へ変更したものの、娯楽遊技部門が平成19

年１月14日で営業を終了し閉鎖したこともあり、前連結会計年度と比べて２億87百万円（12.4％）減少の20億26百万円

となりました。

　以上の結果、連結損益計算書の売上高は、前連結会計年度と比べて89億87百万円（7.2％）増加の1,336億44百万円とな

りました。

　なお、当連結会計年度から事業の種類別セグメントの事業区分を変更したため、前年同期比較に当たっては前連結会計

年度分を変更後の区分に組み替えて行っております。

②　営業利益の状況

　エネルギー事業につきましては、合理化、効率化によるコストダウンに努めたものの、原油価格の高騰に伴うコスト

アップ分を販売価格に転嫁しきれず、前連結会計年度と比べて３億18百万円（9.3％）減少の30億93百万円となりまし

た。

　賃貸事業につきましては、前連結会計年度末に完成した賃貸物件が収益面で寄与したため前連結会計年度と比べて39

百万円（4.2％）増加の９億76百万円となりました。

　その他事業につきましては、リース関連及び飲料水関連のコスト削減に努めた結果、前連結会計年度と比べて82百万円

増加の56百万円となりました。（前連結会計年度は25百万円の営業損失）

　以上の結果、連結損益計算書の営業利益は、前連結会計年度と比べて１億96百万円（4.9％）減少の37億73百万円とな

りました。

　なお、当連結会計年度から事業の種類別セグメントの事業区分を変更したため、前年同期比較に当たっては前連結会計

年度分を変更後の区分に組み替えて行っております。

③　経常利益の状況

　経常利益は金融収支の改善により営業外収益は増加したものの、営業利益の減少が大きく前連結会計年度に比べて１

億21百万円（2.8％）減少の42億41百万円となりました。

④　当期純利益の状況

　税金費用は増加したものの、固定資産の売却による特別利益の増加及び減損損失の減少が大きく、当期純利益は前連結

会計年度に比べて８億66百万円（58.7％）増加の23億43百万円となりました。
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　　（訂正後）

　当社グループの当連結会計年度の売上高は前連結会計年度に比べて89億87百万円（7.2％）増加の1,336億44百万円とな

りました。営業利益は２億26百万円（5.7％）減少の37億43百万円、経常利益は１億51百万円（3.5％）減少の42億11百万

円、当期純利益は８億48百万円（57.5％）増加の23億25百万円となりました。

①　売上高の状況

　エネルギー事業につきましては、原油価格の高騰による販売単価のアップ等により、前連結会計年度に比べて92億96百

万円（7.7％）増加の1,301億39百万円となりました。

　賃貸事業につきましては、前連結会計年度末に完成した賃貸物件が営業に寄与したものの、売却物件による賃貸収入の

減少等により前連結会計年度に比べて20百万円（1.4％）減少の14億78百万円となりました。

　その他事業につきましては、飲料水の販売をエネルギー事業からその他事業へ変更したものの、娯楽遊技部門が平成19

年１月14日で営業を終了し閉鎖したこともあり、前連結会計年度と比べて２億87百万円（12.4％）減少の20億26百万円

となりました。

　以上の結果、連結損益計算書の売上高は、前連結会計年度と比べて89億87百万円（7.2％）増加の1,336億44百万円とな

りました。

　なお、当連結会計年度から事業の種類別セグメントの事業区分を変更したため、前年同期比較に当たっては前連結会計

年度分を変更後の区分に組み替えて行っております。

②　営業利益の状況

　エネルギー事業につきましては、合理化、効率化によるコストダウンに努めたものの、原油価格の高騰に伴うコスト

アップ分を販売価格に転嫁しきれず、前連結会計年度と比べて３億48百万円（10.2％）減少の30億63百万円となりまし

た。

　賃貸事業につきましては、前連結会計年度末に完成した賃貸物件が収益面で寄与したため前連結会計年度と比べて39

百万円（4.2％）増加の９億76百万円となりました。

　その他事業につきましては、リース関連及び飲料水関連のコスト削減に努めた結果、前連結会計年度と比べて82百万円

増加の56百万円となりました。（前連結会計年度は25百万円の営業損失）

　以上の結果、連結損益計算書の営業利益は、前連結会計年度と比べて２億26百万円（5.7％）減少の37億43百万円とな

りました。

　なお、当連結会計年度から事業の種類別セグメントの事業区分を変更したため、前年同期比較に当たっては前連結会計

年度分を変更後の区分に組み替えて行っております。

③　経常利益の状況

　経常利益は金融収支の改善により営業外収益は増加したものの、営業利益の減少が大きく前連結会計年度に比べて１

億51百万円（3.5％）減少の42億11百万円となりました。

④　当期純利益の状況

　税金費用は増加したものの、固定資産の売却による特別利益の増加及び減損損失の減少が大きく、当期純利益は前連結

会計年度に比べて８億48百万円（57.5％）増加の23億25百万円となりました。
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第５【経理の状況】

１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

　　（訂正前）

  
前連結会計年度

（平成18年３月31日）
当連結会計年度

（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部）        

Ⅰ　流動資産        

１．現金及び預金   23,810   26,822  

２．受取手形及び売掛金 ※６  13,492   13,263  

３．有価証券   －   100  

４．たな卸資産   3,220   2,943  

５．繰延税金資産   583   721  

６．その他   624   1,453  

貸倒引当金   △79   △127  

流動資産合計   41,65242.6  45,17644.9

Ⅱ　固定資産        

１．有形固定資産        

(1）建物及び構築物 ※2,3 26,194   24,445   

減価償却累計額  16,169 10,024  15,298 9,147  

(2）機械装置及び運搬具 ※３ 19,652   18,618   

減価償却累計額  13,453 6,198  12,956 5,662  

(3）土地 ※２  13,100   12,743  

(4）建設仮勘定   56   157  

(5）その他  4,007   3,619   

減価償却累計額  2,841 1,165  2,509 1,109  

有形固定資産合計   30,54631.3  28,82028.6

２．無形固定資産        

(1）営業権   2,801   －  

(2）連結調整勘定   507   －  

(3）のれん   －   2,678  

(4）その他   878   785  

無形固定資産合計   4,1874.3  3,4633.5

３．投資その他の資産        

(1）投資有価証券 ※２  9,379   10,026  

(2）関係会社株式 ※１  1,145   1,150  

(3）保険積立金   3,691   3,313  

(4）繰延税金資産   812   609  

(5）その他 ※１  6,369   8,171  

貸倒引当金   △123   △102  

投資その他の資産合計   21,27421.8  23,16923.0

固定資産合計   56,00857.4  55,45255.1

資産合計   97,660100.0  100,629100.0
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前連結会計年度

（平成18年３月31日）
当連結会計年度

（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部）        

Ⅰ　流動負債        

１．支払手形及び買掛金   9,674   10,561  

２．一年以内償還予定の社
債

  3,105   －  

３．短期借入金 ※２  5,766   5,670  

４．一年以内返済予定の長
期借入金

※２  957   1,075  

５．未払法人税等   1,130   1,017  

６．未払消費税等   131   373  

７．賞与引当金   1,034   948  

８．役員賞与引当金   －   61  

９．関係会社事業損失引当
金

  －   91  

10．その他   2,573   3,234  

流動負債合計   24,37424.9  23,03422.9

Ⅱ　固定負債        

１．社債   350   3,350  

２．長期借入金 ※２  3,077   2,322  

３．繰延税金負債   2,644   3,195  

４．退職給付引当金   1,884   1,731  

５．役員退職慰労引当金   －   833  

６．その他   4,428   4,037  

固定負債合計   12,38512.7  15,47115.4

負債合計   36,76037.6  38,50538.3

        

（少数株主持分）        

少数株主持分   90 0.1  － －

        

（資本の部）        

Ⅰ　資本金 ※４  7,0777.2  － －

Ⅱ　資本剰余金   5,8156.0  － －

Ⅲ　利益剰余金   45,79546.9  － －

Ⅳ　その他有価証券評価差額金   3,1763.3  － －

Ⅴ　自己株式 ※５  △1,055△1.1  － －

資本合計   60,80962.3  － －

負債、少数株主持分及び資
本合計

  97,660100.0  － －
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前連結会計年度

（平成18年３月31日）
当連結会計年度

（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（純資産の部）        

Ⅰ　株主資本        

１．資本金   － －  7,0777.0

２．資本剰余金   － －  5,8215.8

３．利益剰余金   － －  47,23347.0

４．自己株式   － －  △988△1.0

株主資本合計   － －  59,14458.8

Ⅱ　評価・換算差額等        

１．その他有価証券評価差
額金

  － －  2,8682.8

評価・換算差額等合計   － －  2,8682.8

Ⅲ　少数株主持分   － －  110 0.1

純資産合計   － －  62,12361.7

負債純資産合計   － －  100,629100.0

        

 

EDINET提出書類

株式会社ミツウロコ(E01074)

訂正有価証券報告書

14/63



（訂正後）

  
前連結会計年度

（平成18年３月31日）
当連結会計年度

（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部）        

Ⅰ　流動資産        

１．現金及び預金   23,810   26,822  

２．受取手形及び売掛金 ※６  13,492   13,263  

３．有価証券   －   100  

４．たな卸資産   3,220   2,943  

５．繰延税金資産   583   721  

６．その他   624   1,453  

貸倒引当金   △79   △127  

流動資産合計   41,65242.6  45,17644.9

Ⅱ　固定資産        

１．有形固定資産        

(1）建物及び構築物 ※2,3 26,194   24,445   

減価償却累計額  16,169 10,024  15,298 9,147  

(2）機械装置及び運搬具 ※３ 19,652   18,618   

減価償却累計額  13,453 6,198  12,956 5,662  

(3）土地 ※２  13,100   12,743  

(4）建設仮勘定   56   157  

(5）その他  4,007   3,619   

減価償却累計額  2,841 1,165  2,509 1,109  

有形固定資産合計   30,54631.3  28,82028.6

２．無形固定資産        

(1）営業権   2,801   －  

(2）連結調整勘定   507   －  

(3）のれん   －   2,678  

(4）その他   878   785  

無形固定資産合計   4,1874.3  3,4633.5

３．投資その他の資産        

(1）投資有価証券 ※２  9,379   10,026  

(2）関係会社株式 ※１  1,145   1,150  

(3）保険積立金   3,691   3,313  

(4）繰延税金資産   812   609  

(5）その他 ※１  6,369   8,171  

貸倒引当金   △123   △102  

投資その他の資産合計   21,27421.8  23,16923.0

固定資産合計   56,00857.4  55,45255.1

資産合計   97,660100.0  100,629100.0
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前連結会計年度

（平成18年３月31日）
当連結会計年度

（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部）        

Ⅰ　流動負債        

１．支払手形及び買掛金   9,674   10,561  

２．一年以内償還予定の社
債

  3,105   －  

３．短期借入金 ※２  5,766   5,670  

４．一年以内返済予定の長
期借入金

※２  957   1,075  

５．未払法人税等   1,130   1,004  

６．未払消費税等   131   373  

７．賞与引当金   1,034   948  

８．役員賞与引当金   －   61  

９．関係会社事業損失引当
金

  －   91  

10．その他   2,573   3,221  

流動負債合計   24,37424.9  23,00822.9

Ⅱ　固定負債        

１．社債   350   3,350  

２．長期借入金 ※２  3,077   2,322  

３．繰延税金負債   2,644   3,195  

４．退職給付引当金   1,884   1,731  

５．役員退職慰労引当金   －   833  

６．その他   4,428   4,081  

固定負債合計   12,38512.7  15,51515.4

負債合計   36,76037.6  38,52338.3

        

（少数株主持分）        

少数株主持分   90 0.1  － －

        

（資本の部）        

Ⅰ　資本金 ※４  7,0777.2  － －

Ⅱ　資本剰余金   5,8156.0  － －

Ⅲ　利益剰余金   45,79546.9  － －

Ⅳ　その他有価証券評価差額金   3,1763.3  － －

Ⅴ　自己株式 ※５  △1,055△1.1  － －

資本合計   60,80962.3  － －

負債、少数株主持分及び資
本合計

  97,660100.0  － －
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前連結会計年度

（平成18年３月31日）
当連結会計年度

（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（純資産の部）        

Ⅰ　株主資本        

１．資本金   － －  7,0777.0

２．資本剰余金   － －  5,8215.8

３．利益剰余金   － －  47,21547.0

４．自己株式   － －  △988△1.0

株主資本合計   － －  59,12658.8

Ⅱ　評価・換算差額等        

１．その他有価証券評価差
額金

  － －  2,8682.8

評価・換算差額等合計   － －  2,8682.8

Ⅲ　少数株主持分   － －  110 0.1

純資産合計   － －  62,10561.7

負債純資産合計   － －  100,629100.0
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②【連結損益計算書】

　　（訂正前）

  
前連結会計年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高   124,656100.0  133,644100.0

Ⅱ　売上原価 ※1,3  97,04177.8  106,50679.7

売上総利益   27,61522.2  27,13720.3

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※2,3  23,64619.0  23,36417.5

営業利益   3,9693.2  3,7732.8

Ⅳ　営業外収益        

１．受取利息  56   136   

２．受取配当金  94   111   

３．仕入割引  68   65   

４．持分法による投資利益  50   24   

５．保険金収入  146   120   

６．その他  245 663 0.5 305 763 0.6

Ⅴ　営業外費用        

１．支払利息  165   157   

２．社債発行費償却  －   51   

３．売上割引  36   35   

４．貸倒引当金繰入額  32   －   

５．その他  34 269 0.2 50 295 0.2

経常利益   4,3623.5  4,2413.2
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前連結会計年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅵ　特別利益        

１．固定資産売却益 ※４ 83   2,332   

２．投資有価証券売却益  54   49   

３．貸倒引当金戻入額  25   4   

４．退職給付制度改定益  － 162 0.1 12 2,3981.8

Ⅶ　特別損失        

１．固定資産売却損 ※５ 19   61   

２．固定資産除却損 ※６ 231   39   

３．投資有価証券売却損  －   1   

４．関係会社株式評価損  16   －   

５．減損損失 ※７ 887   111   

６．事業再開発費用 ※８ －   416   

７．土壌汚染処理対策費 ※９ 16   24   

８．関係会社事業損失引当
金繰入額

※10 －   105   

９．役員退職慰労引当金繰
入額

※11 －   754   

10．本社移転関連費用  51   －   

11．その他  － 1,2221.0 11 1,5251.2

税金等調整前当期純利
益

  3,3022.6  5,1143.8

法人税、住民税及び事業
税

 1,894   1,929   

法人税等調整額  △69 1,8241.4 827 2,7572.0

少数株主利益   1 0.0  13 0.0

当期純利益   1,4761.2  2,3431.8
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（訂正後）

  
前連結会計年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高   124,656100.0  133,644100.0

Ⅱ　売上原価 ※1,3  97,04177.8  106,51379.7

売上総利益   27,61522.2  27,13120.3

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※2,3  23,64619.0  23,38817.5

営業利益   3,9693.2  3,7432.8

Ⅳ　営業外収益        

１．受取利息  56   136   

２．受取配当金  94   111   

３．仕入割引  68   65   

４．持分法による投資利益  50   24   

５．保険金収入  146   120   

６．その他  245 663 0.5 305 763 0.6

Ⅴ　営業外費用        

１．支払利息  165   157   

２．社債発行費償却  －   51   

３．売上割引  36   35   

４．貸倒引当金繰入額  32   －   

５．その他  34 269 0.2 50 295 0.2

経常利益   4,3623.5  4,2113.2
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前連結会計年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅵ　特別利益        

１．固定資産売却益 ※４ 83   2,332   

２．投資有価証券売却益  54   49   

３．貸倒引当金戻入額  25   4   

４．退職給付制度改定益  － 162 0.1 12 2,3981.8

Ⅶ　特別損失        

１．固定資産売却損 ※５ 19   61   

２．固定資産除却損 ※６ 231   39   

３．投資有価証券売却損  －   1   

４．関係会社株式評価損  16   －   

５．減損損失 ※７ 887   111   

６．事業再開発費用 ※８ －   416   

７．土壌汚染処理対策費 ※９ 16   24   

８．関係会社事業損失引当
金繰入額

※10 －   105   

９．役員退職慰労引当金繰
入額

※11 －   754   

10．本社移転関連費用  51   －   

11．その他  － 1,2221.0 11 1,5251.2

税金等調整前当期純利
益

  3,3022.6  5,0833.8

法人税、住民税及び事業
税

 1,894   1,917   

法人税等調整額  △69 1,8241.4 827 2,7442.1

少数株主利益   1 0.0  13 0.0

当期純利益   1,4761.2  2,3251.7
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③【連結剰余金計算書及び連結株主資本等変動計算書】

連結株主資本等変動計算書

　　（訂正前）

当連結会計年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年３月31日　残高
（百万円）

7,077 5,815 45,795 △1,055 57,633

連結会計年度中の変動額      

剰余金の配当（注）   △864  △864

役員賞与　　（注）   △53  △53

当期純利益   2,343  2,343

連結範囲増加に伴う期首
剰余金増加高

  12  12

自己株式の取得    △4 △4

自己株式の処分  6  71 77

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

     

連結会計年度中の変動額合計
（百万円）

－ 6 1,437 66 1,511

平成19年３月31日　残高
（百万円）

7,077 5,821 47,233 △988 59,144

 

 

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

平成18年３月31日　残高
（百万円）

3,176 3,176 90 60,900

連結会計年度中の変動額     

剰余金の配当（注）    △864

役員賞与　　（注）    △53

当期純利益    2,343

連結範囲増加に伴う期首
剰余金増加高

   12

自己株式の取得    △4

自己株式の処分    77

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

△308 △308 20 △287

連結会計年度中の変動額合計
（百万円）

△308 △308 20 1,223

平成19年３月31日　残高
（百万円）

2,868 2,868 110 62,123

　（注）　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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　　（訂正後）

当連結会計年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年３月31日　残高
（百万円）

7,077 5,815 45,795 △1,055 57,633

連結会計年度中の変動額      

剰余金の配当（注）   △864  △864

役員賞与　　（注）   △53  △53

当期純利益   2,325  2,325

連結範囲増加に伴う期首
剰余金増加高

  12  12

自己株式の取得    △4 △4

自己株式の処分  6  71 77

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

     

連結会計年度中の変動額合計
（百万円）

－ 6 1,419 66 1,493

平成19年３月31日　残高
（百万円）

7,077 5,821 47,215 △988 59,126

 

 

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

平成18年３月31日　残高
（百万円）

3,176 3,176 90 60,900

連結会計年度中の変動額     

剰余金の配当（注）    △864

役員賞与　　（注）    △53

当期純利益    2,325

連結範囲増加に伴う期首
剰余金増加高

   12

自己株式の取得    △4

自己株式の処分    77

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

△308 △308 20 △287

連結会計年度中の変動額合計
（百万円）

△308 △308 20 1,205

平成19年３月31日　残高
（百万円）

2,868 2,868 110 62,105

　（注）　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

　　（訂正前）

  
前連結会計年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益  3,302 5,114

減価償却費  4,122 3,855

のれん償却額  － 169

減損損失  887 111

連結調整勘定償却額  169 －

退職給付引当金の減少額  △188 △152

役員退職慰労引当金の増加額  － 833

貸倒引当金の増減額（△減少額）  △20 26

関係会社事業損失引当金の増加額  － 91

事業再開発費用  － 416

受取利息及び配当金  △151 △248

支払利息  165 157

持分法による投資利益  △50 △24

投資有価証券売却損益  △54 △48

関係会社株式評価損  16 －

固定資産売却益  △83 △2,332

固定資産除売却損  471 192

売上債権の増減額（△増加額）  △1,242 242

たな卸資産の増減額（△増加額）  △1,054 289

仕入債務の増加額  1,290 879

その他の営業活動キャッシュ・フロー  △219 △711

小計  7,361 8,862

利息及び配当金の受取額  166 238

利息の支払額  △165 △155

法人税等の支払額  △1,447 △2,111

営業活動によるキャッシュ・フロー  5,915 6,834
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前連結会計年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出  △1,064 △12,050

定期預金の払戻による収入  96 517

有形固定資産の取得による支出  △3,099 △1,662

有形固定資産の売却による収入  225 2,897

無形固定資産の取得による支出  △1,938 △965

投資有価証券の取得による支出  △545 △1,566

投資有価証券の売却による収入  94 354

関係会社株式の取得による支出  △94 －

短期貸付け増加・減少  0 0

長期貸付けによる支出  △31 △5

長期貸付金の回収による収入  233 29

その他の投資活動キャッシュ・フロー  128 △149

投資活動によるキャッシュ・フロー  △5,994 △12,601

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の減少額  △413 △115

長期借入れによる収入  750 651

長期借入金の返済による支出  △1,484 △1,384

社債の償還による支出  － △3,105

社債の発行による収入  － 3,000

自己株式の取得による支出  △14 △4

自己株式の売却による収入  551 77

配当金の支払額  △854 △864

その他の財務活動キャッシュ・フロー  △8 △46

財務活動によるキャッシュ・フロー  △1,474 △1,792

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額  － －

Ⅴ　現金及び現金同等物の減少額  △1,554 △7,560

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高  22,593 21,038

Ⅶ　連結会社増加による現金及び現金同等物
の期首残高

 － 29

Ⅷ　現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 21,038 13,507
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　　（訂正後）

  
前連結会計年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益  3,302 5,083

減価償却費  4,122 3,855

のれん償却額  － 169

減損損失  887 111

連結調整勘定償却額  169 －

退職給付引当金の減少額  △188 △152

役員退職慰労引当金の増加額  － 833

貸倒引当金の増減額（△減少額）  △20 26

関係会社事業損失引当金の増加額  － 91

事業再開発費用  － 416

受取利息及び配当金  △151 △248

支払利息  165 157

持分法による投資利益  △50 △24

投資有価証券売却損益  △54 △48

関係会社株式評価損  16 －

固定資産売却益  △83 △2,332

固定資産除売却損  471 192

売上債権の増減額（△増加額）  △1,242 242

たな卸資産の増減額（△増加額）  △1,054 289

仕入債務の増加額  1,290 879

その他の営業活動キャッシュ・フロー  △219 △681

小計  7,361 8,862

利息及び配当金の受取額  166 238

利息の支払額  △165 △155

法人税等の支払額  △1,447 △2,111

営業活動によるキャッシュ・フロー  5,915 6,834
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前連結会計年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出  △1,064 △12,050

定期預金の払戻による収入  96 517

有形固定資産の取得による支出  △3,099 △1,662

有形固定資産の売却による収入  225 2,897

無形固定資産の取得による支出  △1,938 △965

投資有価証券の取得による支出  △545 △1,566

投資有価証券の売却による収入  94 354

関係会社株式の取得による支出  △94 －

短期貸付け増加・減少  0 0

長期貸付けによる支出  △31 △5

長期貸付金の回収による収入  233 29

その他の投資活動キャッシュ・フロー  128 △149

投資活動によるキャッシュ・フロー  △5,994 △12,601

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の減少額  △413 △115

長期借入れによる収入  750 651

長期借入金の返済による支出  △1,484 △1,384

社債の償還による支出  － △3,105

社債の発行による収入  － 3,000

自己株式の取得による支出  △14 △4

自己株式の売却による収入  551 77

配当金の支払額  △854 △864

その他の財務活動キャッシュ・フロー  △8 △46

財務活動によるキャッシュ・フロー  △1,474 △1,792

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額  － －

Ⅴ　現金及び現金同等物の減少額  △1,554 △7,560

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高  22,593 21,038

Ⅶ　連結会社増加による現金及び現金同等物
の期首残高

 － 29

Ⅷ　現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 21,038 13,507
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

　　（訂正前）

前連結会計年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

────── （貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等）

 （自己株式及び準備金の額の減少等に関する会計基準等

の一部改正）

 　当連結会計年度より、「貸借対照表の純資産の部の表示

に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成17年12

月９日　企業会計基準第５号）及び「貸借対照表の純資

産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会

計基準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準適用指針

第８号）並びに改正後の「自己株式及び準備金の額の減

少等に関する会計基準」（企業会計基準委員会　最終改

正平成18年８月11日　企業会計基準第１号）及び「自己

株式及び準備金の額の減少等に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準委員会　最終改正平成18年８月11日　

企業会計基準適用指針第２号）を適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

　なお、従来の「資本の部」の合計に相当する金額は

62,012百万円であります。

　連結財務諸表規則の改正により、当連結会計年度におけ

る連結財務諸表は、改正後の連結財務諸表規則により作

成しております。

 

（訂正後）

前連結会計年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

────── （貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等）

 （自己株式及び準備金の額の減少等に関する会計基準等

の一部改正）

 　当連結会計年度より、「貸借対照表の純資産の部の表示

に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成17年12

月９日　企業会計基準第５号）及び「貸借対照表の純資

産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会

計基準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準適用指針

第８号）並びに改正後の「自己株式及び準備金の額の減

少等に関する会計基準」（企業会計基準委員会　最終改

正平成18年８月11日　企業会計基準第１号）及び「自己

株式及び準備金の額の減少等に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準委員会　最終改正平成18年８月11日　

企業会計基準適用指針第２号）を適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

　なお、従来の「資本の部」の合計に相当する金額は

61,994百万円であります。

　連結財務諸表規則の改正により、当連結会計年度におけ

る連結財務諸表は、改正後の連結財務諸表規則により作

成しております。

EDINET提出書類

株式会社ミツウロコ(E01074)

訂正有価証券報告書

28/63



注記事項

（税効果会計関係）

　　（訂正前）

前連結会計年度
（平成18年３月31日）

当連結会計年度
（平成19年３月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

 

繰延税金資産 （百万円）

退職給付引当金 776

賞与引当金 424

減損損失 351

投資有価証券評価損 204

未払事業税否認 83

減価償却超過額 72

貸倒引当金損金算入限度超過額 42

その他 605

繰延税金資産小計 2,559

評価性引当額 △472

繰延税金資産合計 2,087

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金 △2,174

固定資産圧縮積立金認容 △1,033

特別償却準備金認容 △128

繰延税金負債合計 △3,335

繰延税金負債の純額 △1,248

　

 

繰延税金資産 （百万円）

退職給付引当金 711

賞与引当金 390

減損損失 332

役員退職慰労引当金 282

投資有価証券評価損 204

事業再開発費用 113

未払事業税否認 80

貸倒引当金損金算入限度超過額 59

少額減価償却資産 52

関係会社事業損失引当金 42

その他 699

繰延税金資産小計 2,969

評価性引当額 △1,014

繰延税金資産合計 1,954

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金 △1,965

固定資産圧縮積立金認容 △1,012

圧縮特別積立金認容 △755

特別償却準備金認容 △85

その他 △0

繰延税金負債合計 △3,819

繰延税金負債の純額 △1,864

　

（注）繰延税金負債の純額は、連結貸借対照表の以

下の項目に含まれております。

（注）繰延税金負債の純額は、連結貸借対照表の以

下の項目に含まれております。

 

 （百万円）

流動資産－繰延税金資産 583

固定資産－繰延税金資産 812

流動負債－繰延税金負債 －

固定負債－繰延税金負債 2,644

　

 

 （百万円）

流動資産－繰延税金資産 721

固定資産－繰延税金資産 609

流動負債－繰延税金負債 －

固定負債－繰延税金負債 3,195

　

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

 

 （％）

法定実効税率 40.64

（調整）  

交際費等永久に損金に算入されない項目 2.30

受取配当金等永久に益金に算入されない項
目

△0.69

住民税均等割 2.00

連結調整勘定償却 2.08

評価性引当額の変動 9.91

その他 △0.99

税効果会計適用後の法人税等の負担率 55.25

　

 

 （％）

法定実効税率 40.64

（調整）  

交際費等永久に損金に算入されない項目 1.32

受取配当金等永久に益金に算入されない項
目

△0.46

住民税均等割 1.44

のれん償却 1.34

評価性引当額の変動 10.60

その他 △0.97

税効果会計適用後の法人税等の負担率 53.91
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（訂正後）

前連結会計年度
（平成18年３月31日）

当連結会計年度
（平成19年３月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

 

繰延税金資産 （百万円）

退職給付引当金 776

賞与引当金 424

減損損失 351

投資有価証券評価損 204

未払事業税否認 83

減価償却超過額 72

貸倒引当金損金算入限度超過額 42

その他 605

繰延税金資産小計 2,559

評価性引当額 △472

繰延税金資産合計 2,087

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金 △2,174

固定資産圧縮積立金認容 △1,033

特別償却準備金認容 △128

繰延税金負債合計 △3,335

繰延税金負債の純額 △1,248

　

 

繰延税金資産 （百万円）

退職給付引当金 711

賞与引当金 390

減損損失 332

役員退職慰労引当金 282

投資有価証券評価損 204

事業再開発費用 113

未払事業税否認 80

貸倒引当金損金算入限度超過額 59

少額減価償却資産 52

関係会社事業損失引当金 42

その他 699

繰延税金資産小計 2,969

評価性引当額 △1,014

繰延税金資産合計 1,954

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金 △1,965

固定資産圧縮積立金認容 △1,012

圧縮特別積立金認容 △755

特別償却準備金認容 △85

その他 △0

繰延税金負債合計 △3,819

繰延税金負債の純額 △1,864

　

（注）繰延税金負債の純額は、連結貸借対照表の以

下の項目に含まれております。

（注）繰延税金負債の純額は、連結貸借対照表の以

下の項目に含まれております。

 

 （百万円）

流動資産－繰延税金資産 583

固定資産－繰延税金資産 812

流動負債－繰延税金負債 －

固定負債－繰延税金負債 2,644

　

 

 （百万円）

流動資産－繰延税金資産 721

固定資産－繰延税金資産 609

流動負債－繰延税金負債 －

固定負債－繰延税金負債 3,195

　

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

 

 （％）

法定実効税率 40.64

（調整）  

交際費等永久に損金に算入されない項目 2.30

受取配当金等永久に益金に算入されない項
目

△0.69

住民税均等割 2.00

連結調整勘定償却 2.08

評価性引当額の変動 9.91

その他 △0.99

税効果会計適用後の法人税等の負担率 55.25

　

 

 （％）

法定実効税率 40.64

（調整）  

交際費等永久に損金に算入されない項目 1.33

受取配当金等永久に益金に算入されない項
目

△0.47

住民税均等割 1.45

のれん償却 1.35

評価性引当額の変動 10.66

その他 △0.97

税効果会計適用後の法人税等の負担率 53.99
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　　（訂正前）

当連結会計年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

 
エネルギー
事業
（百万円）

賃貸事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

Ⅰ　売上高及び営業損益       

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 130,1391,478 2,026133,644 － 133,644

(2）セグメント間の内部売上
高又は振替高

248 530 1,406 2,184（2,184) －

計 130,3872,009 3,432135,828（2,184)133,644

営業費用 127,2931,032 3,375131,701（1,830)129,871

営業利益 3,093 976 56 4,127 (353) 3,773

Ⅱ　資産、減価償却費、減損損失
及び資本的支出

      

資産 51,759 8,655 4,326 64,74135,887100,629

減価償却費 2,655 413 786 3,855 － 3,855

減損損失 － － 111 111 － 111

資本的支出 1,886 13 552 2,452 (93) 2,358

　（注）１．(1）事業区分の方法

当社グループの事業区分の方法は、消費者の用途区分、流通経路等の共通性並びに社内における経営管理区分

に基づき、下記(2）による事業区分としております。

(2）各事業区分の主要商品並びに営業品目

 事業区分 主要商品並びに営業品目

 エネルギー事業
ガソリン、軽油、白灯油、ＬＰガス、煉炭、豆炭等及び燃焼用・厨房用等の
住宅設備機器

 賃貸事業 オフィスビル、マンション等不動産の賃貸

 その他事業 ボウリング場等スポーツ施設の経営及びリース業並びに飲料水製造販売

(3）当連結会計年度から「役員賞与に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成17年11月29日　企業会計基準

第４号）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当連結会計年度における営業

費用は「エネルギー事業」が47百万円、「その他事業」が14百万円増加し、営業利益がそれぞれ同額減少して

おります。

(4）当連結会計年度から「役員退職慰労引当金」を計上しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合

に比べ、当連結会計年度における営業費用は「エネルギー事業」が67百万円、「その他事業」が11百万円増加

し、営業利益がそれぞれ同額減少しております。

２．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の主なものは、当社の管理部門（総務・経理・財

務・人事部門等）に係る費用であります。

当連結会計年度　　　　　　　　　　　　 353百万円

３．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の主なものは、当社の余剰運用資金（現金及び預金）、長期投資

資金（投資有価証券）、管理部門に係る資産及び遊休資産であります。

当連結会計年度　　　　　　　　　　　35,887百万円
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　　（訂正後）

当連結会計年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

 
エネルギー
事業
（百万円）

賃貸事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

Ⅰ　売上高及び営業損益       

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 130,1391,478 2,026133,644 － 133,644

(2）セグメント間の内部売上
高又は振替高

248 530 1,406 2,184（2,184) －

計 130,3872,009 3,432135,828（2,184)133,644

営業費用 127,3231,032 3,375131,731（1,830)129,901

営業利益 3,063 976 56 4,097 (353) 3,743

Ⅱ　資産、減価償却費、減損損失
及び資本的支出

      

資産 51,759 8,655 4,326 64,74135,887100,629

減価償却費 2,655 413 786 3,855 － 3,855

減損損失 － － 111 111 － 111

資本的支出 1,886 13 552 2,452 (93) 2,358

　（注）１．(1）事業区分の方法

当社グループの事業区分の方法は、消費者の用途区分、流通経路等の共通性並びに社内における経営管理区分

に基づき、下記(2）による事業区分としております。

(2）各事業区分の主要商品並びに営業品目

 事業区分 主要商品並びに営業品目

 エネルギー事業
ガソリン、軽油、白灯油、ＬＰガス、煉炭、豆炭等及び燃焼用・厨房用等の
住宅設備機器

 賃貸事業 オフィスビル、マンション等不動産の賃貸

 その他事業 ボウリング場等スポーツ施設の経営及びリース業並びに飲料水製造販売

(3）当連結会計年度から「役員賞与に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成17年11月29日　企業会計基準

第４号）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当連結会計年度における営業

費用は「エネルギー事業」が47百万円、「その他事業」が14百万円増加し、営業利益がそれぞれ同額減少して

おります。

(4）当連結会計年度から「役員退職慰労引当金」を計上しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合

に比べ、当連結会計年度における営業費用は「エネルギー事業」が67百万円、「その他事業」が11百万円増加

し、営業利益がそれぞれ同額減少しております。

２．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の主なものは、当社の管理部門（総務・経理・財

務・人事部門等）に係る費用であります。

当連結会計年度　　　　　　　　　　　　 353百万円

３．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の主なものは、当社の余剰運用資金（現金及び預金）、長期投資

資金（投資有価証券）、管理部門に係る資産及び遊休資産であります。

当連結会計年度　　　　　　　　　　　35,887百万円
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（１株当たり情報）

　　（訂正前）

前連結会計年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

 

１株当たり純資産額 914円47銭

１株当たり当期純利益金額 21円54銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益金額

21円45銭

　

 

１株当たり純資産額 931円86銭

１株当たり当期純利益金額 35円25銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益金額

35円12銭

　

　（注）　１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
前連結会計年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

１株当たり当期純利益金額   

当期純利益（百万円） 1,476 2,343

普通株主に帰属しない金額（百万円） 53 －

（うち利益処分による役員賞与金） (53） （－）

普通株式に係る当期純利益（百万円） 1,423 2,343

普通株式の期中平均株式数（千株） 66,072 66,469

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

当期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 276 241

（うち新株予約権） (276） (241）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益金額の算定に含め

なかった潜在株式の概要

────── ──────
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　　（訂正後）

前連結会計年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

 

１株当たり純資産額 914円47銭

１株当たり当期純利益金額 21円54銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益金額

21円45銭

　

 

１株当たり純資産額 931円59銭

１株当たり当期純利益金額 34円98銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益金額

34円85銭

　

　（注）　１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
前連結会計年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

１株当たり当期純利益金額   

当期純利益（百万円） 1,476 2,325

普通株主に帰属しない金額（百万円） 53 －

（うち利益処分による役員賞与金） (53） （－）

普通株式に係る当期純利益（百万円） 1,423 2,325

普通株式の期中平均株式数（千株） 66,072 66,469

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

当期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 276 241

（うち新株予約権） (276） (241）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益金額の算定に含め

なかった潜在株式の概要

────── ──────
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⑤【連結附属明細表】

（訂正前）

【借入金等明細表】

区分
前期末残高
（百万円）

当期末残高
（百万円）

平均利率
（％）

返済期限 摘要

短期借入金 5,766 5,670 1.1 － 運転資金

１年以内返済予定の長期借入金 957 1,075 1.5 － 設備資金

長期借入金（１年以内返済予定の
長期借入金を除く）

3,077 2,322 1.6
平成20年４月21
日～平成23年12
月22日

設備資金

その他の有利子負債      

流動負債その他 134 124 1.0 － －

固定負債その他 3,656 3,105 1.875 － －

合計 13,593 12,298－ － －

　（注）１．平均利率については、期末借入金残高に対する加重平均利率を記載しております。

２．長期借入金及びその他の有利子負債（１年以内返済予定のものを除く）の連結決算日後５年間の返済予定額は以

下のとおりであります。

区分
１年超２年以内
（百万円）

２年超３年以内
（百万円）

３年超４年以内
（百万円）

４年超５年以内
（百万円）

長期借入金 577 660 753 331

その他の有利子負債 － － － －

 

（訂正後）

【借入金等明細表】

区分
前期末残高
（百万円）

当期末残高
（百万円）

平均利率
（％）

返済期限 摘要

短期借入金 5,766 5,670 1.1 － 運転資金

１年以内返済予定の長期借入金 957 1,075 1.5 － 設備資金

長期借入金（１年以内返済予定の
長期借入金を除く）

3,077 2,322 1.6
平成20年４月21
日～平成23年12
月22日

設備資金

その他の有利子負債      

流動負債その他 134 124 1.0 － －

固定負債その他 3,656 3,149 1.875 － －

合計 13,593 12,342－ － －

　（注）１．平均利率については、期末借入金残高に対する加重平均利率を記載しております。

２．長期借入金及びその他の有利子負債（１年以内返済予定のものを除く）の連結決算日後５年間の返済予定額は以

下のとおりであります。

区分
１年超２年以内
（百万円）

２年超３年以内
（百万円）

３年超４年以内
（百万円）

４年超５年以内
（百万円）

長期借入金 577 660 753 331

その他の有利子負債 － － － －
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２【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

　　（訂正前）

  
前事業年度

（平成18年３月31日）
当事業年度

（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部）        

Ⅰ　流動資産        

１．現金及び預金   20,391   22,295  

２．受取手形 ※5,7  710   611  

３．売掛金 ※７  12,443   12,496  

４．有価証券   －   100  

５．商品   2,628   2,585  

６．製品   37   56  

７．原材料   40   55  

８．未収入金   545   1,315  

９．繰延税金資産   333   493  

10．その他   15   130  

貸倒引当金   △44   △63  

流動資産合計   37,10242.7  40,07844.4

Ⅱ　固定資産        

１．有形固定資産        

(1）建物 ※２ 19,019   17,207   

減価償却累計額  10,804 8,215  9,803 7,404  

(2）構築物 ※２ 4,186   4,156   

減価償却累計額  3,333 853  3,339 817  

(3）機械及び装置 ※２ 13,426   14,202   

減価償却累計額  9,138 4,288  9,655 4,546  

(4）車輌運搬具  8   8   

減価償却累計額  3 5  4 3  

(5）工具器具及び備品  779   759   

減価償却累計額  521 258  529 230  

(6）土地   10,305   9,951  

(7）建設仮勘定   55   157  

有形固定資産合計   23,98127.5  23,11025.6

２．無形固定資産        

(1）営業権   2,890   －  

(2）のれん   －   2,409  

(3）ソフトウェア   534   437  

(4）借地権   119   119  

(5）その他   28   28  

無形固定資産合計   3,5734.1  2,9943.3

３．投資その他の資産        

(1）投資有価証券 ※１  8,868   9,744  

(2）関係会社株式   4,017   4,028  

(3）出資金   25   26  

(4）関係会社出資金   2   3  

(5）長期貸付金   18   12  

(6）差入保証金   3,437   4,282  

(7）保険積立金   3,349   2,962  

(8）長期性預金   2,600   3,600  

(9）破産・更生等債権   93   75  

貸倒引当金   △95   △76  

投資損失引当金   －   △508  

投資その他の資産合計   22,31725.7  24,15026.7

固定資産合計   49,87257.3  50,25655.6

資産合計   86,974100.0  90,334100.0
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前事業年度

（平成18年３月31日）
当事業年度

（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部）        

Ⅰ　流動負債        

１．買掛金 ※７  9,473   10,657  

２．一年以内償還予定の社
債

  3,105   －  

３．短期借入金   4,670   4,670  

４．一年以内返済予定の長
期借入金

※１  278   288  

５．未払金   729   667  

６．未払法人税等   1,058   910  

７．未払消費税等   －   297  

８．未払費用   880   1,208  

９．前受金   185   115  

10．従業員預り金   134   124  

11．賞与引当金   482   445  

12．役員賞与引当金   －   40  

13．関係会社事業損失引当
金

  －   85  

14．その他   23   25  

流動負債合計   21,01924.2  19,53521.6

Ⅱ　固定負債        

１．社債   －   3,000  

２．長期借入金 ※１  530   432  

３．繰延税金負債   2,570   3,122  

４．退職給付引当金   766   713  

５．役員退職慰労引当金   －   457  

６．預り保証金   3,664   3,549  

７．その他   741   625  

固定負債合計   8,2729.5  11,89913.2

負債合計   29,29133.7  31,43534.8
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前事業年度

（平成18年３月31日）
当事業年度

（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資本の部）        

Ⅰ　資本金 ※３  7,0778.1  － －

Ⅱ　資本剰余金        

１．資本準備金  366   －   

２．その他資本剰余金        

(1）資本準備金減少差益  5,400   －   

(2）自己株式処分差益  48   －   

資本剰余金合計   5,8156.7  － －

Ⅲ　利益剰余金        

１．利益準備金  1,411   －   

２．任意積立金        

(1）退職積立金  777   －   

(2）固定資産圧縮積立金  1,496   －   

(3）特別償却準備金  220   －   

(4）別途積立金  36,321   －   

３．当期未処分利益  2,407   －   

利益剰余金合計   42,63449.0  － －

Ⅳ　その他有価証券評価差額金   3,1543.6  － －

Ⅴ　自己株式 ※４  △999△1.1  － －

資本合計   57,68266.3  － －

負債資本合計   86,974100.0  － －
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前事業年度

（平成18年３月31日）
当事業年度

（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（純資産の部）        

Ⅰ　株主資本        

１．資本金   － －  7,0777.8

２．資本剰余金        

(1）資本準備金  －   366   

(2）その他資本剰余金  －   5,455   

資本剰余金合計   － －  5,8216.4

３．利益剰余金        

(1）利益準備金  －   1,411   

(2）その他利益剰余金        

固定資産圧縮積立金  －   1,479   

特別償却準備金  －   124   

圧縮特別積立金  －   1,103   

別途積立金  －   37,421   

繰越利益剰余金  －   2,538   

利益剰余金合計   － －  44,07848.8

４．自己株式   － －  △932△1.0

株主資本合計   － －  56,04562.0

Ⅱ　評価・換算差額等        

１．その他有価証券評価差
額金

  － －  2,8533.2

評価・換算差額等合計   － －  2,8533.2

純資産合計   － －  58,89965.2

負債純資産合計   － －  90,334100.0
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　　（訂正後）

  
前事業年度

（平成18年３月31日）
当事業年度

（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部）        

Ⅰ　流動資産        

１．現金及び預金   20,391   22,295  

２．受取手形 ※5,7  710   611  

３．売掛金 ※７  12,443   12,496  

４．有価証券   －   100  

５．商品   2,628   2,585  

６．製品   37   56  

７．原材料   40   55  

８．未収入金   545   1,315  

９．繰延税金資産   333   493  

10．その他   15   130  

貸倒引当金   △44   △63  

流動資産合計   37,10242.7  40,07844.4

Ⅱ　固定資産        

１．有形固定資産        

(1）建物 ※２ 19,019   17,207   

減価償却累計額  10,804 8,215  9,803 7,404  

(2）構築物 ※２ 4,186   4,156   

減価償却累計額  3,333 853  3,339 817  

(3）機械及び装置 ※２ 13,426   14,202   

減価償却累計額  9,138 4,288  9,655 4,546  

(4）車輌運搬具  8   8   

減価償却累計額  3 5  4 3  

(5）工具器具及び備品  779   759   

減価償却累計額  521 258  529 230  

(6）土地   10,305   9,951  

(7）建設仮勘定   55   157  

有形固定資産合計   23,98127.5  23,11025.6

２．無形固定資産        

(1）営業権   2,890   －  

(2）のれん   －   2,409  

(3）ソフトウェア   534   437  

(4）借地権   119   119  

(5）その他   28   28  

無形固定資産合計   3,5734.1  2,9943.3

３．投資その他の資産        

(1）投資有価証券 ※１  8,868   9,744  

(2）関係会社株式   4,017   4,028  

(3）出資金   25   26  

(4）関係会社出資金   2   3  

(5）長期貸付金   18   12  

(6）差入保証金   3,437   4,282  

(7）保険積立金   3,349   2,962  

(8）長期性預金   2,600   3,600  

(9）破産・更生等債権   93   75  

貸倒引当金   △95   △76  

投資損失引当金   －   △508  

投資その他の資産合計   22,31725.7  24,15026.7

固定資産合計   49,87257.3  50,25655.6

資産合計   86,974100.0  90,334100.0
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前事業年度

（平成18年３月31日）
当事業年度

（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部）        

Ⅰ　流動負債        

１．買掛金 ※７  9,473   10,657  

２．一年以内償還予定の社
債

  3,105   －  

３．短期借入金   4,670   4,670  

４．一年以内返済予定の長
期借入金

※１  278   288  

５．未払金   729   654  

６．未払法人税等   1,058   898  

７．未払消費税等   －   297  

８．未払費用   880   1,208  

９．前受金   185   115  

10．従業員預り金   134   124  

11．賞与引当金   482   445  

12．役員賞与引当金   －   40  

13．関係会社事業損失引当
金

  －   85  

14．その他   23   25  

流動負債合計   21,01924.2  19,50921.6

Ⅱ　固定負債        

１．社債   －   3,000  

２．長期借入金 ※１  530   432  

３．繰延税金負債   2,570   3,122  

４．退職給付引当金   766   713  

５．役員退職慰労引当金   －   457  

６．預り保証金   3,664   3,593  

７．その他   741   625  

固定負債合計   8,2729.5  11,94313.2

負債合計   29,29133.7  31,45334.8
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前事業年度

（平成18年３月31日）
当事業年度

（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資本の部）        

Ⅰ　資本金 ※３  7,0778.1  － －

Ⅱ　資本剰余金        

１．資本準備金  366   －   

２．その他資本剰余金        

(1）資本準備金減少差益  5,400   －   

(2）自己株式処分差益  48   －   

資本剰余金合計   5,8156.7  － －

Ⅲ　利益剰余金        

１．利益準備金  1,411   －   

２．任意積立金        

(1）退職積立金  777   －   

(2）固定資産圧縮積立金  1,496   －   

(3）特別償却準備金  220   －   

(4）別途積立金  36,321   －   

３．当期未処分利益  2,407   －   

利益剰余金合計   42,63449.0  － －

Ⅳ　その他有価証券評価差額金   3,1543.6  － －

Ⅴ　自己株式 ※４  △999△1.1  － －

資本合計   57,68266.3  － －

負債資本合計   86,974100.0  － －
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前事業年度

（平成18年３月31日）
当事業年度

（平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（純資産の部）        

Ⅰ　株主資本        

１．資本金   － －  7,0777.8

２．資本剰余金        

(1）資本準備金  －   366   

(2）その他資本剰余金  －   5,455   

資本剰余金合計   － －  5,8216.4

３．利益剰余金        

(1）利益準備金  －   1,411   

(2）その他利益剰余金        

固定資産圧縮積立金  －   1,479   

特別償却準備金  －   124   

圧縮特別積立金  －   1,103   

別途積立金  －   37,421   

繰越利益剰余金  －   2,520   

利益剰余金合計   － －  44,06048.8

４．自己株式   － －  △932△1.0

株主資本合計   － －  56,02762.0

Ⅱ　評価・換算差額等        

１．その他有価証券評価差
額金

  － －  2,8533.2

評価・換算差額等合計   － －  2,8533.2

純資産合計   － －  58,88165.2

負債純資産合計   － －  90,334100.0
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②【損益計算書】

　　（訂正前）

  
前事業年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高          

１．商品売上高   113,595    127,547   

２．賃貸収入   3,239    2,320   

３．製品売上高   288 117,123100.0  247 130,116100.0

Ⅱ　売上原価          

１．商品売上原価          

(1）商品期首棚卸高  1,513    2,628    

(2）当期商品仕入高  97,097    104,815    

(3）容器耐圧検査原価 ※１ 286    265    

計  98,896    107,710    

(4）他勘定への振替高 ※２ 1,774    3,283    

(5）商品期末棚卸高 ※３ 2,62894,493   2,585101,841   

２．賃貸原価 ※４  1,387    1,133   

３．軽油引取税   2,430    2,464   

４．製品売上原価          

(1）製品期首棚卸高  42    37    

(2）当期製品製造原価 ※６ 174    175    

(3）当期製品仕入高  32    28    

計  249    241    

(4）製品期末棚卸高  37 212 98,52384.1 56 185 105,62481.2

売上総利益    18,59915.9   24,49118.8

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※5.6   14,79712.7   20,92816.1

営業利益    3,8013.2   3,5622.7
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前事業年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅳ　営業外収益 ※16         

１．受取利息   51    129   

２．受取配当金   111    125   

３．仕入割引   68    64   

４．保険金収入   134    106   

５．経営指導料   89    90   

６．雑益   230 685 0.6  260 776 0.6

Ⅴ　営業外費用          

１．支払利息   84    85   

２．社債利息   43    45   

３．社債発行費償却   －    51   

４．売上割引   48    37   

５．貸倒引当金繰入額   32    －   

６．雑損   15 224 0.2  21 242 0.2

経常利益    4,2633.6   4,0963.1
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前事業年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅵ　特別利益          

１．固定資産売却益 ※７  80    2,331   

２．投資有価証券売却益   51 131 0.1  － 2,3311.8

Ⅶ　特別損失          

１．固定資産売却損 ※８  2    58   

２．固定資産除却損 ※９  210    43   

３．関係会社株式評価損   16    －   

４．投資損失引当金繰入額 ※10  －    508   

５．減損損失 ※11  454    79   

６．事業再開発費用 ※12  －    456   

７．土壌汚染処理対策費 ※13  16    24   

８．関係会社事業損失引当金繰入
額

※14  －    105   

９．役員退職慰労引当金繰入額 ※15  －    425   

10．本社移転関連費用   51 753 0.6  － 1,7011.3

税引前当期純利益    3,6423.1   4,7263.6

法人税、住民税及び事業税   1,780    1,780   

法人税等調整額   △151 1,6281.4  597 2,3771.8

当期純利益    2,0141.7   2,3481.8

前期繰越利益    393      

当期未処分利益    2,407      
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　　（訂正後）

  
前事業年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高          

１．商品売上高   113,595    127,547   

２．賃貸収入   3,239    2,320   

３．製品売上高   288 117,123100.0  247 130,116100.0

Ⅱ　売上原価          

１．商品売上原価          

(1）商品期首棚卸高  1,513    2,628    

(2）当期商品仕入高  97,097    104,821    

(3）容器耐圧検査原価 ※１ 286    265    

計  98,896    107,716    

(4）他勘定への振替高 ※２ 1,774    3,283    

(5）商品期末棚卸高 ※３ 2,62894,493   2,585101,847   

２．賃貸原価 ※４  1,387    1,133   

３．軽油引取税   2,430    2,464   

４．製品売上原価          

(1）製品期首棚卸高  42    37    

(2）当期製品製造原価 ※６ 174    175    

(3）当期製品仕入高  32    28    

計  249    241    

(4）製品期末棚卸高  37 212 98,52384.1 56 185 105,63081.2

売上総利益    18,59915.9   24,48518.8

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※5.6   14,79712.7   20,95216.1

営業利益    3,8013.2   3,5322.7
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前事業年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅳ　営業外収益 ※16         

１．受取利息   51    129   

２．受取配当金   111    125   

３．仕入割引   68    64   

４．保険金収入   134    106   

５．経営指導料   89    90   

６．雑益   230 685 0.6  260 776 0.6

Ⅴ　営業外費用          

１．支払利息   84    85   

２．社債利息   43    45   

３．社債発行費償却   －    51   

４．売上割引   48    37   

５．貸倒引当金繰入額   32    －   

６．雑損   15 224 0.2  21 242 0.2

経常利益    4,2633.6   4,0663.1
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前事業年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅵ　特別利益          

１．固定資産売却益 ※７  80    2,331   

２．投資有価証券売却益   51 131 0.1  － 2,3311.8

Ⅶ　特別損失          

１．固定資産売却損 ※８  2    58   

２．固定資産除却損 ※９  210    43   

３．関係会社株式評価損   16    －   

４．投資損失引当金繰入額 ※10  －    508   

５．減損損失 ※11  454    79   

６．事業再開発費用 ※12  －    456   

７．土壌汚染処理対策費 ※13  16    24   

８．関係会社事業損失引当金繰入
額

※14  －    105   

９．役員退職慰労引当金繰入額 ※15  －    425   

10．本社移転関連費用   51 753 0.6  － 1,7011.3

税引前当期純利益    3,6423.1   4,6963.6

法人税、住民税及び事業税   1,780    1,767   

法人税等調整額   △151 1,6281.4  597 2,3651.8

当期純利益    2,0141.7   2,3301.8

前期繰越利益    393      

当期未処分利益    2,407      
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③【利益処分計算書及び株主資本等変動計算書】

株主資本等変動計算書

　　（訂正前）

当事業年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金

資本
準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

平成18年３月31日　残高
（百万円）

7,077 366 5,4485,815

事業年度中の変動額     

退職積立金の積立（注）     

退職積立金の取崩     

固定資産圧縮積立金の積立
（注）

    

固定資産圧縮積立金の取崩
（注）

    

特別償却準備金の繰入（注）     

特別償却準備金の取崩（注）     

圧縮特別積立金の積立     

別途積立金の積立（注）     

剰余金の配当（注）     

取締役賞与（注）     

当期純利益     

自己株式の取得     

自己株式の処分   6 6

株主資本以外の項目の事業年度
中の変動額（純額）

    

事業年度中の変動額合計
（百万円）

－ － 6 6

平成19年３月31日　残高
（百万円）

7,077 366 5,4555,821
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株主資本

利益剰余金

自己
株式

株主
資本
合計

利益
準備金

その他利益剰余金
利益
剰余金
合計

退職
積立金

固定資
産圧縮
積立金

特別
償却
準備金

圧縮
特別
積立金

別途
積立金

繰越
利益
剰余金

平成18年３月31日　残高
（百万円）

1,411 777 1,496 220 － 36,3212,40742,634△99954,527

事業年度中の変動額           

退職積立金の積立（注）  100     △100 －  －

退職積立金の取崩  △877     877 －  －

固定資産圧縮積立金の積立
（注）

  43    △43 －  －

固定資産圧縮積立金の取崩
（注）

  △59    59 －  －

特別償却準備金の繰入（注）    24   △24 －  －

特別償却準備金の取崩（注）    △120   120 －  －

圧縮特別積立金の積立     1,103  △1,103 －  －

別途積立金の積立（注）      1,100△1,100 －  －

剰余金の配当（注）       △864 △864  △864

取締役賞与（注）       △40 △40  △40

当期純利益       2,3482,348  2,348

自己株式の取得         △4 △4

自己株式の処分         71 77

株主資本以外の項目の事業年度
中の変動額（純額）

          

事業年度中の変動額合計
（百万円）

－ △777 △16 △95 1,1031,100 130 1,443 66 1,517

平成19年３月31日　残高
（百万円）

1,411 － 1,479 124 1,10337,4212,53844,078△93256,045
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評価・換算
差額等

純資産
合計

その他
有価証
券評価
差額金

評価・
換算差
額等合
計

平成18年３月31日　残高
（百万円）

3,1543,15457,682

事業年度中の変動額    

退職積立金の積立（注）   －

退職積立金の取崩   －

固定資産圧縮積立金の積立
（注）

  －

固定資産圧縮積立金の取崩
（注）

  －

特別償却準備金の繰入（注）   －

特別償却準備金の取崩（注）   －

圧縮特別積立金の積立   －

別途積立金の積立（注）   －

剰余金の配当（注）   △864

取締役賞与（注）   △40

当期純利益   2,348

自己株式の取得   △4

自己株式の処分   77

株主資本以外の項目の事業年度
中の変動額（純額）

△301 △301 △301

事業年度中の変動額合計
（百万円）

△301 △301 1,216

平成19年３月31日　残高
（百万円）

2,8532,85358,899

　（注）　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。

なお、固定資産圧縮積立金の取崩のうち29百万円、特別償却準備金の繰入のうち△０百万円、特別償却準備金の取崩の

うち64百万円は、当事業年度に発生した金額であります。
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　　（訂正後）

当事業年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金

資本
準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

平成18年３月31日　残高
（百万円）

7,077 366 5,4485,815

事業年度中の変動額     

退職積立金の積立（注）     

退職積立金の取崩     

固定資産圧縮積立金の積立
（注）

    

固定資産圧縮積立金の取崩
（注）

    

特別償却準備金の繰入（注）     

特別償却準備金の取崩（注）     

圧縮特別積立金の積立     

別途積立金の積立（注）     

剰余金の配当（注）     

取締役賞与（注）     

当期純利益     

自己株式の取得     

自己株式の処分   6 6

株主資本以外の項目の事業年度
中の変動額（純額）

    

事業年度中の変動額合計
（百万円）

－ － 6 6

平成19年３月31日　残高
（百万円）

7,077 366 5,4555,821
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株主資本

利益剰余金

自己
株式

株主
資本
合計

利益
準備金

その他利益剰余金
利益
剰余金
合計

退職
積立金

固定資
産圧縮
積立金

特別
償却
準備金

圧縮
特別
積立金

別途
積立金

繰越
利益
剰余金

平成18年３月31日　残高
（百万円）

1,411 777 1,496 220 － 36,3212,40742,634△99954,527

事業年度中の変動額           

退職積立金の積立（注）  100     △100 －  －

退職積立金の取崩  △877     877 －  －

固定資産圧縮積立金の積立
（注）

  43    △43 －  －

固定資産圧縮積立金の取崩
（注）

  △59    59 －  －

特別償却準備金の繰入（注）    24   △24 －  －

特別償却準備金の取崩（注）    △120   120 －  －

圧縮特別積立金の積立     1,103  △1,103 －  －

別途積立金の積立（注）      1,100△1,100 －  －

剰余金の配当（注）       △864 △864  △864

取締役賞与（注）       △40 △40  △40

当期純利益       2,3302,330  2,330

自己株式の取得         △4 △4

自己株式の処分         71 77

株主資本以外の項目の事業年度
中の変動額（純額）

          

事業年度中の変動額合計
（百万円）

－ △777 △16 △95 1,1031,100 112 1,426 66 1,499

平成19年３月31日　残高
（百万円）

1,411 － 1,479 124 1,10337,4212,52044,060△93256,027
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評価・換算
差額等

純資産
合計

その他
有価証
券評価
差額金

評価・
換算差
額等合
計

平成18年３月31日　残高
（百万円）

3,1543,15457,682

事業年度中の変動額    

退職積立金の積立（注）   －

退職積立金の取崩   －

固定資産圧縮積立金の積立
（注）

  －

固定資産圧縮積立金の取崩
（注）

  －

特別償却準備金の繰入（注）   －

特別償却準備金の取崩（注）   －

圧縮特別積立金の積立   －

別途積立金の積立（注）   －

剰余金の配当（注）   △864

取締役賞与（注）   △40

当期純利益   2,330

自己株式の取得   △4

自己株式の処分   77

株主資本以外の項目の事業年度
中の変動額（純額）

△301 △301 △301

事業年度中の変動額合計
（百万円）

△301 △301 1,198

平成19年３月31日　残高
（百万円）

2,8532,85358,881

　（注）　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。

なお、固定資産圧縮積立金の取崩のうち29百万円、特別償却準備金の繰入のうち△０百万円、特別償却準備金の取崩の

うち64百万円は、当事業年度に発生した金額であります。
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会計処理方法の変更

　　（訂正前）

前事業年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

―――――― （貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等）

 （自己株式及び準備金の額の減少等に関する会計基準等

の一部改正）

 　当事業年度より、「貸借対照表の純資産の部の表示に関

する会計基準」（企業会計基準委員会　平成17年12月９

日　企業会計基準第５号）及び「貸借対照表の純資産の

部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基

準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準適用指針第８

号）並びに改正後の「自己株式及び準備金の額の減少等

に関する会計基準」（企業会計基準委員会　最終改正平

成18年８月11日　企業会計基準第１号）及び「自己株式

及び準備金の額の減少等に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準委員会　最終改正平成18年８月11日　企業

会計基準適用指針第２号）を適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

　なお、従来の「資本の部」の合計に相当する金額は

58,899百万円であります。

 

（訂正後）

前事業年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

―――――― （貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等）

 （自己株式及び準備金の額の減少等に関する会計基準等

の一部改正）

 　当事業年度より、「貸借対照表の純資産の部の表示に関

する会計基準」（企業会計基準委員会　平成17年12月９

日　企業会計基準第５号）及び「貸借対照表の純資産の

部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基

準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準適用指針第８

号）並びに改正後の「自己株式及び準備金の額の減少等

に関する会計基準」（企業会計基準委員会　最終改正平

成18年８月11日　企業会計基準第１号）及び「自己株式

及び準備金の額の減少等に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準委員会　最終改正平成18年８月11日　企業

会計基準適用指針第２号）を適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

　なお、従来の「資本の部」の合計に相当する金額は

58,881百万円であります。
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注記事項

（損益計算書関係）

　　（訂正前）

前事業年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

※５．販売費に属する費用のおおよその割合は56％であ

り、一般管理費に属する費用のおおよその割合は

44％であります。主要な費目及び金額は次のとおり

であります。

※５．販売費に属する費用のおおよその割合は64％であ

り、一般管理費に属する費用のおおよその割合は

36％であります。主要な費目及び金額は次のとおり

であります。

 

 （百万円）

給料手当 1,759

賞与引当金繰入額 482

退職給付費用 163

減価償却費 2,362

賃借料 1,445

運送費 1,388

委託作業料 3,830

貸倒引当金繰入額 26

　

 

 （百万円）

給料手当 1,976

役員賞与引当金繰入額 40

賞与引当金繰入額 445

役員退職慰労引当金繰入 31

退職給付費用 150

減価償却費 2,422

賃借料 2,588

消耗器具備品費 1,338

運送費 2,140

委託作業料 6,665

貸倒引当金繰入額 65

　

 

（訂正後）

前事業年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

※５．販売費に属する費用のおおよその割合は56％であ

り、一般管理費に属する費用のおおよその割合は

44％であります。主要な費目及び金額は次のとおり

であります。

※５．販売費に属する費用のおおよその割合は64％であ

り、一般管理費に属する費用のおおよその割合は

36％であります。主要な費目及び金額は次のとおり

であります。

 

 （百万円）

給料手当 1,759

賞与引当金繰入額 482

退職給付費用 163

減価償却費 2,362

賃借料 1,445

運送費 1,388

委託作業料 3,830

貸倒引当金繰入額 26

　

 

 （百万円）

給料手当 1,976

役員賞与引当金繰入額 40

賞与引当金繰入額 445

役員退職慰労引当金繰入 31

退職給付費用 150

減価償却費 2,422

賃借料 2,588

消耗器具備品費 1,338

運送費 2,140

委託作業料 6,689

貸倒引当金繰入額 65
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（税効果会計関係）

　　（訂正前）

前事業年度
（平成18年３月31日）

当事業年度
（平成19年３月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

 

繰延税金資産 （百万円）

退職給付引当金 311

子会社株式評価損 240

投資有価証券評価損 202

賞与引当金 195

減損損失 179

未払事業税否認 79

減価償却超過額 66

貸倒引当金損金算入限度超過額 34

その他 112

繰延税金資産小計 1,422

評価性引当額 △337

繰延税金資産合計 1,085

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金 △2,160

固定資産圧縮積立金認容 △1,033

特別償却準備金認容 △128

繰延税金負債合計 △3,321

繰延税金負債の純額 △2,236

　

 

繰延税金資産 （百万円）

退職給付引当金 289

子会社株式評価損 240

投資損失引当金 206

投資有価証券評価損 202

役員退職慰労引当金 185

賞与引当金 180

減損損失 163

事業再開発費用 113

未払事業税否認 71

関係会社事業損失引当金 42

貸倒引当金損金算入限度超過額 35

少額減価償却資産 34

その他 113

繰延税金資産小計 1,882

評価性引当額 △702

繰延税金資産合計 1,179

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金 △1,953

固定資産圧縮積立金認容 △1,012

圧縮特別積立金認容 △755

特別償却準備金認容 △85

その他 △0

繰延税金負債合計 △3,807

繰延税金負債の純額 △2,628

　

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

 

 （％）

法定実効税率 40.64

（調整）  

交際費等永久に損金に算入されない項目 1.65

受取配当金等永久に益金に算入されない項
目

△0.62

住民税均等割 1.36

評価性引当額の変動 2.17

その他 △0.50

税効果会計適用後の法人税等の負担率 44.70

　

 

 （％）

法定実効税率 40.64

（調整）  

交際費等永久に損金に算入されない項目 1.31

受取配当金等永久に益金に算入されない項
目

△0.50

住民税均等割 1.30

評価性引当額の変動 7.73

その他 △0.17

税効果会計適用後の法人税等の負担率 50.31
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　　（訂正後）

前事業年度
（平成18年３月31日）

当事業年度
（平成19年３月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

 

繰延税金資産 （百万円）

退職給付引当金 311

子会社株式評価損 240

投資有価証券評価損 202

賞与引当金 195

減損損失 179

未払事業税否認 79

減価償却超過額 66

貸倒引当金損金算入限度超過額 34

その他 112

繰延税金資産小計 1,422

評価性引当額 △337

繰延税金資産合計 1,085

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金 △2,160

固定資産圧縮積立金認容 △1,033

特別償却準備金認容 △128

繰延税金負債合計 △3,321

繰延税金負債の純額 △2,236

　

 

繰延税金資産 （百万円）

退職給付引当金 289

子会社株式評価損 240

投資損失引当金 206

投資有価証券評価損 202

役員退職慰労引当金 185

賞与引当金 180

減損損失 163

事業再開発費用 113

未払事業税否認 71

関係会社事業損失引当金 42

貸倒引当金損金算入限度超過額 35

少額減価償却資産 34

その他 113

繰延税金資産小計 1,882

評価性引当額 △702

繰延税金資産合計 1,179

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金 △1,953

固定資産圧縮積立金認容 △1,012

圧縮特別積立金認容 △755

特別償却準備金認容 △85

その他 △0

繰延税金負債合計 △3,807

繰延税金負債の純額 △2,628

　

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

 

 （％）

法定実効税率 40.64

（調整）  

交際費等永久に損金に算入されない項目 1.65

受取配当金等永久に益金に算入されない項
目

△0.62

住民税均等割 1.36

評価性引当額の変動 2.17

その他 △0.50

税効果会計適用後の法人税等の負担率 44.70

　

 

 （％）

法定実効税率 40.64

（調整）  

交際費等永久に損金に算入されない項目 1.32

受取配当金等永久に益金に算入されない項
目

△0.50

住民税均等割 1.31

評価性引当額の変動 7.78

その他 △0.18

税効果会計適用後の法人税等の負担率 50.37
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（１株当たり情報）

　　（訂正前）

前事業年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

 

１株当たり純資産額 866円36銭

１株当たり当期純利益金額 29円83銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益金額

29円71銭

　

 

１株当たり純資産額 883円80銭

１株当たり当期純利益金額 35円29銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益金額

35円16銭

　

　（注）　１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
前事業年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

１株当たり当期純利益金額   

当期純利益（百万円） 2,014 2,348

普通株主に帰属しない金額（百万円） 40 －

（うち利益処分による役員賞与金） (40） （－）

普通株式に係る当期純利益（百万円） 1,974 2,348

期中平均株式数（千株） 66,168 66,564

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

普通株式増加数（千株） 276 241

（うち新株予約権） (276） (241）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めな

かった潜在株式の概要

―――――― ――――――
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　　（訂正後）

前事業年度
（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

 

１株当たり純資産額 866円36銭

１株当たり当期純利益金額 29円83銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益金額

29円71銭

　

 

１株当たり純資産額 883円53銭

１株当たり当期純利益金額 35円02銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益金額

34円89銭

　

　（注）　１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
前事業年度

（自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日）

当事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

１株当たり当期純利益金額   

当期純利益（百万円） 2,014 2,330

普通株主に帰属しない金額（百万円） 40 －

（うち利益処分による役員賞与金） (40） （－）

普通株式に係る当期純利益（百万円） 1,974 2,330

期中平均株式数（千株） 66,168 66,564

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

普通株式増加数（千株） 276 241

（うち新株予約権） (276） (241）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めな

かった潜在株式の概要

―――――― ――――――
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 独立監査人の監査報告書  

 

 

 平成21年11月11日

株式会社ミツウロコ  

 取締役会　御中  

 

 あずさ監査法人  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 和田　正夫　　印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 髙尾　英明　　印

 

 

　当監査法人は、旧証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ミツウロコの平成18年４月１日から平成19年３月31日までの連結会計年度の訂正報告書の連結財務諸表、すなわ

ち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書及び連結附属明細表

について監査を行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から連結財務諸

表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監

査法人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基

礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全

体としての連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理

的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式

会社ミツウロコ及び連結子会社の平成19年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営

成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

追記情報

１．有価証券報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の２第１項の

規定に基づき連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の連結財務諸表について監査を行った。

 

２．連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項　会計処理基準に関する事項に記載されているとおり、会社は

役員退職慰労引当金の計上を行った。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

　（注）　上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が

別途保管しております。
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 独立監査人の監査報告書  

 

 

 平成21年11月11日

株式会社ミツウロコ  

 取締役会　御中  

 

 あずさ監査法人  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 和田　正夫　　印

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 髙尾　英明　　印

 

 

　当監査法人は、旧証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ミツウロコの平成18年４月１日から平成19年３月31日までの第98期事業年度の訂正報告書の財務諸表、すなわち、

貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び附属明細表について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監

査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎と

して行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体と

しての財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎

を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社

ミツウロコの平成19年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点に

おいて適正に表示しているものと認める。

 

追記情報

１．有価証券報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の２第１項の

規定に基づき財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の財務諸表について監査を行った。

 

２．重要な会計方針　引当金の計上基準に記載されているとおり、会社は役員退職慰労引当金の計上を行った。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

　（注）　上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が

別途保管しております。
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